
The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

ア レ ル ギ
ー 50（1］），

1106　1⊥13，200］（平 13〕

ハ ム ス タ ー 飼育気管支喘息患者にお け る

ヒ ス タ ミ ン 遊離試験 の 臨床的有用性

聖 マ リ ア ン ナ 医 科大 学ll乎吸 器
・
感染症 内科

　　　　　　積 玲子

　近年 ， 我が国で は ペ ッ トの飼育が ブーム とな り，
ハ ム ス タ

ー
やモ ル モ ッ トなどの ゲ ッ 歯類も

一
般家庭

で飼育 され るよ うに な っ た．その 結果 ，
ハ ム ス タ

ー
飼育が関与 して い る と思われ る気管支喘息患者

（HKA ）が急速 に増加 し， 1997 年に は ペ ッ ト飼育患者の 20 ％ に も及んで い る との 報告もあ る，当院で経

験 した HKA ・28 例 を対象に ，
ハ ム ス ターア レル ゲンを用 い たヒ ス タミン遊離試験 （HRT ）を行 い ， 血清

特異的 IgE 抗体測定 （CAP 　RAST ）と比較 して ， 臨床上 の 有用性 を検討 した．　 HRT は全血 と HRT 測定

試薬 に よる蛍光強度測定法を用 い た，HKA の うちCAP 　RAST 陽性例 12名 中 7 名及び CAP ・RAST 陰性

例 16 名中 4 名で 15　ng ／ml 以上の ヒス タミ ン遊離 を認めた．こ れ らの こ とよ り ，
　 HRT と CAP 　RAST

両試験はともに ， HKA の病 因検索に有用である こ とが示唆された．また，
　HKA 　28 例 の うち 5 例 で飼育

中に 比 して 飼育中止後で 喘息症状が 改善 し，HRT クラス の 低 下 を認 め た が ，
　CAP 　RAST の 推移は 異 な っ

た こ とより HRT は治療効果を判定する上 でも有用 であると考え られた．
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は じ め に

　気管 支喘息 の 原因 となる ア レ ル ゲ ン とし て は室 内

塵，ダニ ，花粉な どがあ る．他に も，ペ ッ トと して 飼

育 される イ ヌ や ネ コ の 皮膚及び毛もア レ ル ゲ ン として

の 頻度が高 い こ とが知 られて い る．近年，我が 国で は，

ペ ッ トブ ーム を反映 して ，小動物 で あ る ハ ム ス タ
ー
飼

育が増加 して い る．そ れ に伴い ，ハ ム ス ター飼育後喘

息症状 を主訴 に 来院す る 患者が増え て い る．

　気管支喘息の 治療 にお い て は，関与す る ア レ ル ゲ ン

が明らか な場合には，その 回避 が最 も重 要視されなけ

ればならない ．原因 ア レ ル ゲ ン の 検索に は，米 国 ア レ

ル ギ
ー
学会で は問診 とともに皮内テ ス トが標準法と し

て推奨され て い るll−：S〕．　
・
方，我が 国で は血清中ア レ

ル ゲ ン 特異 lgE抗体 （CtXP　RAST など）の 測定法が汎

用され て い る．こ れ に は，医療保険制度の 違 い や ，itτ

vit ，o の 検査法で あ る皮内反応に 比 べ て 膿 伽 ） の 検査

で ， よ り簡便で安全 に行え る な どの 理由が考えられ る，

しか し，気管支喘息に お い て は，吸入性 ア レ ル ゲ ン が

重要で ，そ の確定に は 吸入誘発試験 を行 う必要がある．

こ の 検査 は，時と して 危険 を伴うこ と が あ り，臨床 の

現場で行 う こ とは実際に は困難で あ る．一一
方，最近開

発 された ヒ ス タ ミ ン 遊離 試験 （histamine　release 　test

以 下 IIRT と略）
4 〕
．．tl／

は，1型 ア レ ル ギ
ー

反応 を 加 碗 m

で 再現す る もの で あ り，生体反応 に最 も近 い 検査法で

あるとい われ て い る．

　今回，我 々 は，最近 ペ ッ ト喘息 の
一

つ と して 患 者の

増加が問題 に な っ て い るハ ム ス タ
ー

飼育が原囚とな っ

た と考 え ら れ る気管支喘息患者 （adult 　asthmatie ．　pa一

しients　who 　keep　hamster以 ドHKA と略）を対象に．

ハ ム ス タ ー抗原 を月］い た HRT を行 い ，　 CAP 　RAST

と比較 して その 臨床的有用性 を検討 したの で 報 告す

る．

Received：Nlay　31、2001
Accepted：October2 ，2001

AbbreViations ：HKA 　adult　asthmatic 　patients　who

keep　harnster；HRT 　histamine　release 　test；NHKA

adu ］t　 asthm …ltic　 patients　 who 　do　 not 　 keep　 hamster；

RAST 　 radioal ］ergosorbe 且／r　test

対　象

　聖 マ リア ン ナ医科大学横浜市西部病院呼吸器内科外

来通院中 の 42 名を対象とした．患者の 内訳 は ，ハ ム ス

ター飼育中に喘息を発症 した 28 名 （男性 12名，女性
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Fig．1．　 A　method 　of　HRT 　measurement ．

16 名）お よびハ ム ス ター飼育の ない ダ ニ 陽性 ア トピー

型成人気管支喘息患者 （adult 　asthmatic 　patients　who

do　not 　keep　hamster以下 NHKA と略）14 名 （男性 9

名 ， 女性 5 名）であ る，また ，
コ ン トロ ール として，

健常者 11名 （男性 5 名，女性 6 名）に つ い て も検討し

た．HKA の 平均 年齢 は 44．5歳．ハ ム ス ター飼育期間は

3〜96 カ月，平均 31．3 カ 月．HRT 測定時，ハ ム ス ター

を飼育 して い た患者は 12名 ， 飼育をやめ て い た患者は

16名で あ っ た．NHKA の 平均年齢は 42 歳，健常者 の

平均年齢は 30．7 歳 で あ っ た．喘息ス コ アー
は，日本 ア

レル ギー学会気管支喘息重症度判定の程度 （症状 な し

一
〇， 胸苦 しい

一1，喘鳴一2， 軽度
一3， 中等度 一4，

高度
一5）で示した．

方 　法

　上述 した症例に対 し，グ リア
ー社製ハ ム ス ター上皮

由来ア レ ル ゲ ン を用 い た HRT と CAP 　RAST 法に よ

るハ ム ス タ ー特異 IgE抗体価を同時に測定 し比較検

討した．

1．ヒ ス タ ミン 遊離試験 （HRT ）

　HRT の 測定原理お よ び測定手順 は ， 既報5｝に従 っ た

が そ の 概略は以下の 通 りである．

1）測定原理お よび手順

　本法は ，ヒ ス タ ミ ン の 結合担体と して グ ラ ス フ ァ イ

バ ーを用 い た マ イ ク ロ プ レー
トに よる もの で ある．

Fig，1 にその 測定原理 を示す．

　  ウエ ル に ハ ム ス ターア レ ル ゲ ン 溶解液 25 μ1を入

れて ア レル ゲ ン を溶解．次に，全血 25μ1を添加 し，37
℃ で 90 分間反応 させ ， 好塩基球か ら ヒ ス タ ミ ン 遊離を

起こ させ る，

　   蒸留水で洗浄し，血漿と細胞成分を除去 した後，

プ レー
トに洗浄液 200 μ1を添加 し，37℃ で 60 分間静

置 し， 残存する蛋白成分を除 く．

　   グ ラ ス フ ァ イバ ー
に結合 して い る ヒ ス タ ミ ン に

OPT 試薬を添加 して発光 させ，発光強度を測定 し，ヒ

ス タ ミ ン 遊離量を定量した．ア レ ル ゲ ン の最高タ ン パ

ク濃度 は，19 μg／L 希釈方法は ， 最高タ ン パ ク濃度か

ら 5 倍希釈 で 10段階の 希釈系列を作製し， 順次 1〜10

とした，

2）ク ラ ス判定法

　 クラ ス判定は，最高ア レ ル ゲ ン濃度 を基準に 3．5 倍

希釈の 6 濃度と仮定 し行 っ て い る が ， 実際の測定では ，

ア レ ル ゲ ン は 5倍希釈であるため ， 3．5 倍希釈系列時に

遊離 した と想定され る ヒ ス タ ミ ン 量を算出 し，ク ラ ス

判定を行 っ た．今回 の 検討で は，最高ア レ ル ゲ ン 濃度

で の み カ ッ トオ フ 値を越 える ヒ ス タ ミ ン 遊離が み られ

る場合をク ラ ス 1，最高濃度の 3．5 倍希釈の点で もカ ッ

トオ フ 値以上 の 遊離が み られ る場合をク ラ ス 2，3．5 倍

の 3乗倍希釈 の 点ま で 遊 離が み ら れ る場合 を ク ラ ス

3，3．5 倍の 5乗倍希釈 の 点まで遊離が み られ る場合 を

クラス 4 と し，陽性と判定した．また，ア レ ル ゲ ン濃

度が最高の場合に も基準値以上 の ヒス タ ミ ン遊離が得

られない 場合をク ラス 0 とした．なお，HRT の カ ッ ト

オ フ 値は 15　ng ／ml と した．

2．特異 IgE測定法 （CAP 　RAST ）

　CAP 　RAST （Pharmacia　Upjohn）の添付文書に よる

方法 で 行 っ た．判定は CAP 　RAST クラ ス 0， 1，2，3，4，
5， 6 の 7段階と し， ク ラ ス 2以上 を陽性 とした．なお，

抗原にはハ ム ス ター
上皮を使用 した．
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　Fig，2，　 A　comparison 　of　HRT 　and 　CAP 　RAST 　scores 　in　the　first　medical 　examina −

tion．　Eleven　out 　of 　28　patients （HKA ）showed 　positive　response 　by　HRT ．　Twelve 　out

of　28　patiens （HKA ）showed 　positive　response 　by　RAST ．　None　of　NHKA 　or 　normal

controls 　showed 　positive　response 　by　HRT 　or 　by　RAST ．

3，統計学的検討

　2 変量問 の 相関関係は，Spearman の 順位相 関係数

で検討 し，p ＜ O．05 を有意とした．

結　果

1．初診時の HRT と CAP 　RAST （Fig2 ）

　HKA 　28 名の 中で ，初診時 の HRT は 11名が 陽性

（39．3％），17名が陰性で あ っ た．一方 ，
CAP 　RAST

に おい ては 12 名が陽性 （42．9％）， 16名が陰性であ っ

た．また ， HRT ，　 CAP 　RAST ともに陽性は 7 名 （25．0

％），HRT と CAP 　RAST ともに陰性は 12名（42．9％），

HRT が陽性で CAP 　RAST 陰性は 4 名（14．2％），
　 HRT

が陰性で CAP 　RAST 陽性は 5名 （17．9％）で あっ た．

NHKA 　I4名 と コ ン トロ
ー

ル 11名で は，　 HRT ，
　 CAP

RAST ともに陰性 で あ っ た．また，　HKA に おける初診

時 の HRT と CAP 　RAST の 間に は正 の 相関 関係 を認

め た （r ＝0．38，p ＝0．045，
　Fig．3）．

2．喘息発症 まで の 期間 と HRT ・cAP 　RAsT （Fig．4）

　 ハ ム ス タ
ー飼育開始よ り，症状発現 まで の 期間 と

RAST

　 65432100

1 　2HRT 3

　Fig，3，　 Relationship　between　HRT 　and 　CAP 　RAST

scores 　in　the　first　medical 　examinaUon 　in　HKA ．　HRT

and 　CAP 　RAST 　scores 　were 　corre 且ated ，

4

HRT ，
　CAP 　RAST につ い て各 々 検討 した．両者 に 明 ら

か な相関関係は認めなか っ た．

3．ハ ム ス ター飼育数 と HRT ・CAP 　RAST （Fig．5）

　飼育 して い るハ ム ス ター
の 数と HRT ，

　 CAP 　RAST

につ い て各々 検討 した．両者に 明 らか な相関関係は認

め なか っ た．また，ハ ム ス タ
ー

の 種類 と HRT と CAP

RAST の 関係に つ い て も検討したが ，明らかな相関関
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 Fig. 4, Comparisun  of  HRT  a"d  CAP  RAST  scores  by the intervals of  developing

asthnia, Neither IIRT  norCAI'  R,aLST scores  and  intervt{ls Lvere  corre[ated.
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 Fig, 5. Comparison of IIRT and  CAP  RAST  scores  by the nurnber  of hamsters.

Neither IIJ"T nor  CAP  RAST  scores  and  numbers  were  c:orre[ated,
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係は認め な か っ た．

4．喘息 ス コ ア ーと HRT ・CAP 　RAST との 関連 （Fig．

6）

　HKA 　28 名 にお い て ， 初 診時 の 喘息 の 程 度 を ス コ

アー化し，IIRT，　 CAP 　RAST につ い て 各々 検討 した．

喘息 ス コ ア ーと HRT の 間に は，明ら か な相関関係は

認め られなか っ た （r ＝021，p ＝O．28）．一
方，喘息 ス コ

ア
ーと CAPRAST の 間 に も明 らか な相関関係は認め

られなか っ た （r ＝0．12，p
＝＝O．54）．

HRT 　and 　RAST

6
「

一 一 一 『

5 ト．　　　　　　　　 亀

432100

1 2　 　　 　 3
Asthma　score

4

　 Fig．6，　 Relationship　beLween　asthnla 　 scores 　 and

HRT 　or 　CAP 　RAST 　scores ．　Neither　HRT 　 nor 　CAP

RAST 　scores 　and 　asthnla 　scores 　were 　corrdared ．

5

5．飼育の 有無 と喘息 ス コ ア ーの 関係 （Fig．　7）

　IIKA　28 名 の うち ， 飼育を途 中で 中IEした 13名と飼

育を継続 した 7 名 に お い て ，飼育 前後 の 喘息ス コ ア ー

に つ い て検討し た．

　飼育 を中止 した エ3 名は ， 全例飼育前に 比 べ 喘息ス コ

ア
ー

の 改善 を認めた．飼 育を続け て い る 7 名は ， 治療

を開始 して い る こ ともあり若干改善傾向にあっ た．

6．飼育前後の IIRT と c 八PRAsT の 推移 （Fig．8）

　飼育中 と飼育中 ［E後 で HRT を測定す る こ とが 可能

であ っ た 5 名で 検討 した結 果，飼育中 【Eによ り全症例

で HRT の低 ドを認め た．一
方，　 CAPRAST の 推移を

検討 した ユ0 名に お い て は，飼育中止 後 CAP 　RAST

の 低下を認 め た症例は 6 名 （60％ ）， ヒ昇 し た 症例 が 2

名 （20％），変化な しが 2 名 （20％）で あ っ た．なお ，

同様に HKA 患者 28 名に お い て ，飼育中と飼育中止後

で RIST を検討したと こ ろ ， 飼育を中止する こ とで ，

RIST は若干低下す る傾 向があ っ た．

考　察

　気管攴喘息の 原因 と なるア レ ル ゲ ン として ，
ペ ッ ト

ア レ ル ゲ ン は非常に 重要で ある．飼育され る ペ ッ トは ，

こ れ まで は i−1に イ ヌ，ネ コ が 中心 で あ っ た が，1995

年以降よ りハ ム ス タ
ー

が急 速 に 増加 し，そ の 飼育率が

AsthmaSGore

：r
ww

；
”−imun ’一一’r’

3

2

Asthmascore

トー1

o

5

4

3

2

1

Keeping Stopping
0

＋ 1−■トー2
−■− 3
＋ 4
−●− 5
−

●駒6
噛→ − 7

Keeping Keeping

　Fig，7．　 Comparison　of　asthma 　scores 　between　keepingand　stopping 　keeping．　Thir・

teen ｛，ut 　of28 　patients （IIKA ）stopped 　keeping　hamsters　and 　they　showed 　decreased
aSthma しic　Symptom 　scores ．
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　Fig．8，　 Comparison　of 　HRT 　and 　CAP 　RAST 　scQres 　were 　ar旧lyzed　before　and 　after

stopping 　keeping　haIllsters、　Five　subjects 　showed 　decreased　HRT 　scol
・
es　in　all　after

stopping 　kビeping 　hamsters，　whi ］e　six　subjects 　out 　of　lO　ex
・
libited 　decreased　CAP

RAST 　scores ．

ペ ッ ト飼育気管支喘息患者の 20％ 弱に 及ん で い る と

い う報告 もある ］2）．ゲ ッ 歯類に属す る ハ ム ス タ
ー

に よ

る喘息発症は ，こ れ まで 実験動物飼育者 にの み 問題と

され て い た 1コ冫．しか し ， 近年 の ペ ッ トブーム の 中 で ，

ハ ム ス ターは マ ン シ ョ ン等屋内で手軽に 飼育 で き安価

であるな どの 理由か ら，
一

般家庭 に 急速 に 普及 した．

1−IKA の 増加に は，こ の よ うな背景があ ると考えら れ

る．

　我 々 は ，
ハ ム ス タ

ー飼育開始が契機となり喘息症状

が発症 した点 ， 飼育中止や接触の 機会を減 らして ア レ

ル ゲ ン 暴露を減少させ る こ とに より臨床症状 が改善 し

た点よ り28 侶を HKA と診断 し検討 した ．一
般 的 に

は，HKA の 臨床的特徴 として，1） ほ と ん どの 症例で ，

喘息発症 まで の 期 間が飼育開始後か ら 1年未満と比較

的短 い ，2＞ハ ウ ス ダ ス トや ダ ニ な どとの 重複感作 の な

い 例が 多い こ とが 報告 され て い る M ）IE）．今回検討 し

た 28例で も，飼育開始後か ら喘息発症まで の期間は平

均 ユ3．4 カ 月で あ っ た．しか し，重複感作の ない 症例は ，

HRT 陽性例 11 名 の うち 1名，　 CAP 　RAST 陽性例 16

名の うち 2 名の み で あ り，
こ れ まで の 報告 16〕と は異な

る 結果 で あ っ た．HRT ，　CAP 　RAST の 検査か ら実際 に

ハ ム ス タ ー
を ア レ ル ゲ ン と同 定 しえ た の は，CAP

RAST 単独で は 28 名中 12名（42．9％），HRT 単独で は

28 名中 ll 名 （39．3％），
HRT また は CAP 　RAST の い

ずれかが 陽性とな っ た症例 は 28 名中 16名 （57．1％）で

あ っ た．ハ ム ス タ
ー

喘息 の 診断 に対する HRT ，　 CAP

RAST の 感度 ， 特 異 度 は，各 々 HRT で 39．3％ ，
100

％，CAP 　RAST で 42．9％，100％ で あ っ た，臨床的に

は，ハ ム ス ターを起因ア レ ル ゲ ン として 強 く疑 うが ，

HRT ，　CAP 　RAST で の 陽性率が低 い 理 由と して ，まず

使用す る抗原 の 問題があ る，今回の検討で は，HRT ，

CAP 　RAST ともに，ハ ム ス ター上皮由来 の 抗 原 を使用

して い るが，　 般 に ゲ ッ 歯類で は ， 毛 ， 皮膚か らの 分

泌物 の み な らず尿 もア レ ル ゲ ン となる こ とが 知られ て

い る 17）．抗原が異なれば，陽性率もまた変化する と考

え られ る ．また ，HRT 施行にあた っ て は，好塩基球に

免 疫学 的刺 激 を ワえて もヒ ス タ ミ ン 遊 離 を しな い

（non −reieaser 〕が あ り，ア レ ル ゲ ン で あ っ た と して も陽

性に は ならない の で 注意 が必 要で あ る．一・一・Ji，　 CAP

RAST 陰性 で IIRT 陽性 の 症例が 28 名中 4名 （14．2％）

と少数で はある が認め られ た．CAP 　RAST に用 い た ア

レ ル ゲ ン が グ リア社製の ア レ ル ゲ ン とそ の 組成が異な

る こ とに よ り， CAP 　RAST 陰性で HRT 陽性の 症例が

存在 した と考 えら れ る．今回の 検討に より，両者 をと

もに検査す る こ とで ，ア レ ル ゲ ン 同定 の 確率 を高め る

こ と が 可能で ある こ とが明 らか に な っ た ．

　気管支1喘息の 治療は，現 在吸入 ス テ ロ イ ド等の 薬物

療法が主体 で ある が，原因 となる ア レ ル ゲ ン が明 らか
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lll2 ハ ム ス ター
喘息に お け る HRT の 臨 床 的 有用 性

で あ れ ば，そ れ を取 り除 くこ とが まず優先さ れ る．こ

れ らの ，ア レ ル ゲ ン を 同定す る 簡便で 安全なノ∫法と し

て RAST は臨床の 場面で 頻繁に使川 され て きた．こ の

ノ∫法は ，臨床 的 に は感作ア レ ル ゲ ン の 有無 の 判定 に イ1
．

用で ある が ，疾患の 原因 ア レ ル ゲ ン の 確定や重症度判

定を行 うに は 限 界が あ る．一
方 ，

IIRT は RAST に 比較

して 感度は劣 るが，特異度に優れ て お り，確 定診断 に

は 有用性が 高い と言われて い る 且翻 91．また ，HRT は症

状の 強さを反映する ヒ ス タ ミ ン 量お よ びア レ ル ゲ ン 感

受性 の 両 者の 測定が 可能 で あ り，患
’
者の ア レ ル ゲ ン に

対す る反応性 ，感受性 を評価で きるとされる2［］）．今呵

の 我 々 の 検討 で は
， 喘息症状の 強さ（喘息 ス コ ァ

ー
）と

HRT ，　 CAPRAST に つ い て は明 らかな相関関係は 認

め られ な か っ た．ま た，症状 の 改善度 と IIRT，　 CAP

RAST の 改 善度を数景化 し，各々 検討 したが，こ れ ら

に つ い て も相関関係は認め ら れ なか っ た．そ の 理 由と

して ，今回の 検討では症例数が限 られ て い た た め に，

統計学的 な有意差が 現 わ れ な か っ た 可能性 も否定で き

な い ，しか し，症例数 は少なか っ た が，飼育中止後に

全例 で HRT の ク ラ ス が低 ドした こ と は，抗 原回避が

HRT の結果 に影響す る こ とを示唆する もの で あ り，治

療効 果判 定上有 用 性が 高 い と推定 され る．今後更に 症

例 を増 や し検討 を重ねた い ．

　 グ ラ ス フ ァ イバ ー
を用い た JIRT は，少量 の 血液 で

測定が可能で あ り，生体反応 に よ り近 い 1’1 祕 r〔】 の 検

査 として 注日 さ れ て きた ．今回 の 検討か ら，HRT が

HKA 確定の 補助診断 として有用性が 高 い こ とが証明

さ れ た．さらに ， 治療効果判定の 指標に も用 い うる 叮

能性が 示唆され た．ペ ッ ト飼育に よる気管支喘息は，

家庭環境 の 変化 な ど を勘案す る と今後も増加す る と推

定 され て い る．HRT 検査の 特性 を考慮 し従来の 検査法

と 併用す る こ と に よ り，ペ ッ ト喘息の 臨床 診断や 治療

効果判定の 有効性 を高め る こ とが期待される，

結　語

　気管支喘息患者 42 名 に つ い て ， HRT ，　 CAP 　RAST

の 測定を行 い ド記 の 結果を得た．

　1＞ HKA 　28 名 に お い て ，　 HRT で は 39，3％ ，
　 CAP

RAST で は 42．9％ で ハ ム ス タ ー抗原に 対 して 陽性で

あ っ た．

　2） HKA 　28 名に お い て ，飼育開始 と飼育 中止後に

HRT ，　 C八PRAST 測定が可 能で あ っ た ・
部 の 症 例 で

は．HRT で は 100％ ，　 CAP 　RAST で は 60％ に ク ラ ス

の 低
一
ドを認 め た．こ の こ と よ り IIRT は治療効 果判定

．ヒの 有用性が高 い こ とが 示唆 さ れ た．

　稿 を終 え る にあ た り，HRT の 測定 に ご協力 い た だ い た旭
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CLINICAL 　USEFULNESS 　OF 　TIIE　HISTAMINE 　RELEASE 　TEST 　IN　ASSESSING 　ADULT

　　 　　　　 　　　　 　ASTHMATIC 　PATIENTS 　WIIO 　KEEP 　HAMSTER

　　　　　　　　　　　　　　　　 Reiko　Seki
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’
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　　　　　　　　　5t，　M 副 朋 照 しJ煎 ，e厂si亡y　Schoo’oj
’
Med ’‘

．ine

　　Recently ，　the　prevatence　of　keeping　pets，　such 　as　hamsters　alld　guinea 　pigs，　at　home　has　bcen　increasing
in　Japan．　The　number 　of 　adult 　asthmatic 　patients　who 　kecp　hamster （IIKA）has　increased，　and 　accounted 　for

20％ of 　all　pet　owners 　ill　l997．　Histamine　release 　tests（HRT ）were 　performed　on 　28　patients　of　HKA ．　who 　con −

sulted 　with 　the　outpatient 　clinic　of　our 　dep乏Lrtlllent，　and　the　res しlttS　were 　compared 　with 　CAP −RAST 、　HRT

were 　performed 　with 　peripheral　blood　obtained 　from　each 　subject ，　and 　histamine　content 　was 　measured 　by

fluorescent　assay ．7in　l2RAST 　positive　patients　and 　4　ill　l6　RAST 　negative 　paticnts　ill　HKA 　had　histamine

release しiter　reaction 　over 　i5ng／ml ．　IIRT　and 　CAP −RAST 　scores 　were 　correlated 　in　HKA ，　and 　HRT 　could 　be

evaluated 　before　and 　aFter　stopping 　keeping　hamsters　in　five　subjects 　to　find　decreased　HRT 　scores 　in 乱ll．

The 　results 　obtained 　indicate　that　those　tests　were 　useful 　fbr　the　Clinicat　diagnosing　and 　monitoringof 　llKA．
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